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1. はじめに 
	 近年，高等教育では知識・技能だけでなく，

思考力・判断力・表現力の育成の重要性が指摘

[1]されており，今後，大学でも思考力・判断

力・表現力の育成を重視した授業の実施が求め

られることが予想される．これまで我々の研究

グループでは，学習者が問題を作成することで

理解を深める作問学習を大学等の授業で実施し

てきた．そこで，本研究では，作問学習を通し

て学習者が主体的に思考力・判断力・表現力を

向上することを目的とし，自己調整学習[2]にお

ける自発的フィードバックループ（学習者が自

らの学習方略をモニターし，ある学習方略から

他の方略に切り替える行為[3]）を促す作問学習

支援システムを提案する．本システムでは，自

己認知，目標設定，作問/相互評価，振り返りの

4 つのフェーズを繰り返して作問学習に取り組め

る機能を提供する． 
2. 関連研究 
	 本研究に関連する研究としては，渡辺らは，

理科教育における環境デザインの視点に基づい

た授業による思考力・判断力・表現力の形成に

ついての分析を行っている[4]．また，西田らは，

「情報科」大学入学者選抜における CBT システム

の研究開発のなかで，思考力・判断力・表現力

の多面的かつ総合的な評価手法についての研究

を進めている[5]．一方，BarakらはWeb上で知識

を共有する方法として，作問と相互評価融合さ

せたオンラインシステムを開発している[6]．さ

らに，仲林は，自己調整学習に関して学習者が

自己調整学習の概念や方略を意識して活用する

ことを促進するための授業の試行と評価を行な

っている[7]．本研究では，作問学習によって思

考力・判断力・表現力を向上できる可能性につ

いて着目し[8]，その実現を支援するシステムを

提案する． 
3. システムの提案 
3.1	提案するシステムの概要 
	 本研究における作問学習のプロセスを図 1に示

す．本研究では，自己調整学習の面から作問学

習をモデル化しており，自己認知，目標設定，

作問/相互評価，振り返りの 4 つのフェーズに分

類している．また，思考力・判断力・表現力を

評価するために独自にルーブリックを開発した．

表 1にルーブリックの一例を示す．学習者は作問

後にこのルーブリックに基づいて自己評価する．

本システムでは自己評価の結果から思考力・判

断力・表現力を数値化し，各値の推移をグラフ

で可視化する．	

 

 
図 1	 作問学習のプロセス 

 
表 1	 思考力と判断力のルーブッリックの一例 

規準 
解答者（クラスの学生）がどの程度正

解しそうか仮説を形成し出題する内容

を決定する 

基

準 

0 何も考えずに利用する内容を決定した 
1 直感的に解答者（クラスの学生）がど
の程度正解しそうか仮説を形成（予

測）し，出題する内容を決定した	

2 今までの作問演習の結果や経験に基づ
いて解答者（クラスの学生）がどの程

度正解しそうか仮説を形成（予測）

し、出題する内容を決定した 
 
3.2	各フェーズで提供する機能 
(1)	自己認知フェーズ 
	 自己認知フェーズの構成を図 2に示す．学習者

は確認テストモジュールを用いて教員が登録し

た確認テストに解答する．また，ダッシュボー

ドモジュールでは，確認テストの結果や演習目

標，過去に作問した問題などの学習記録，思考

力・判断力・表現力の自己評価，相互評価，教

員評価の結果等が表示される．学習者はダッシ

ュボードを確認し，現在の自身の理解度や思考	
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図 2	 自己認知フェーズ 

 
力・判断力・表現力を確認することで，学習者

の自己認知を促す． 
(2)	目標設定フェーズ 
	 目標設定フェーズでは，作問課題を確認し，

ルーブリックの一覧から向上させたい規準や達

成したい具体的な基準を選択する．ルーブリッ

ク選択モジュールでは，あらかじめ登録されて

いる思考力・判断力・表現力に関するルーブリ

ックを表示し，学習者が基準を選択できるよう

にする．また，選択されたルーブリックは学習

記録 DB に登録される．	

作問課題提示モジュールでは，教員が作問課

題 DB に登録した学習単元が作問課題として学習

者に提示される．また，作成する問題の難易度

（同じクラスの学習者が解答した場合の正答率）

を提示する．この難易度は 80%を初期値として，

学習者の作問経験が高いほど低い正答率が提示

されるようにし，80%から 50％の値が設定される．

なお，作問経験は過去の作成した問題数や作問

当初想定していた正答率と実際の正答率の誤差

が低いと，経験値が高くなるようにする．これ

らに加え，作問初学者の場合は，教員が登録し

た問題例も一緒に提示される． 
(3)	作問・相互評価フェーズ 
	 作問・相互評価フェーズでは問題の登録と，

相互評価が行われる．問題登録モジュールでは，

学習者が作成した問題を学習記録 DB に登録する．

相互評価モジュールでは，作成された問題を他

の学習者が解答し，作問者が事前登録しルーブ

リック項目をもとに思考力・判断力・表現力を

評価する． 
(4)	振り返りフェーズ 
	 振り返りフェーズでは，教員による評価や学

習者が作成した問題の分析結果の閲覧，自己評

価，振り返りを行う．項目分析モジュールでは，

相互評価の際の解答データをもとに，各問題の

難易度や識別度を算出し，学習者が自身の作成

した問題の適切さを客観的に評価できるように

する．自己評価・教員評価モジュールでは，学

習者が事前に登録したルーブリックをもとに自

己評価，教員評価を行う．振り返りモジュール

では，相互評価，自己評価，教員評価の結果や

項目分析の結果をもとに，作問学習全体に対す

る振り返りを行い，達成された目標や次回作問

学習時の目標を明確にできるようにする． 
4. おわりに 
	 本研究では，作問学習を通した主体的な思考

力・判断力・表現力の向上を目的とし，ルーブ

リックに基づいた評価機能や学習記録の可視化

機能によって自発的フィードバックループを促

す作問学習支援システムを提案した．今後は，

学習記録の効果的な表示方法や，思考力・判断

力・表現力の評価方法の検討，提案したシステ

ムの実装を行い，教育現場での本システムの利

用・評価を行う． 
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